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指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 総合英語 4 第 1 学年 

啓林館「ELEMENT English 

CommunicationⅠ」 

エミル出版 Focus on Listening 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

総合英語の授業は、英語を「話す」、「書く」、「聞く」、「読む」という４技能を統合的に学ぶ授業です。英語を

読んだり聞いたり、また自分の考えや様々な情報について、英語で話したり書いたりする言語活動を行います。

大学入試にも対応し、且つ将来グローバルリーダーになるために必要な英語力を身につけることを目標として

います。授業では英語をたくさん使う活動がありますので、積極的に取り組みましょう！ 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「総合英語」（４単位）及び「英語表現」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

①正確な発音・

イントネーシ

ョンで音読で

き、話す際にも

意識すること

ができる。 

②簡単なトピ

ックに関して、

その場で１分

程度具体例な

どを添えてス

ピーチができ

る。 

③複雑なトピ

ックに関して、

準備したメモ

を見ながらス

ピーチできる。 

④他者の意見

を聞き、自分

の意見を表明

し、会話を進

めることがで

きる。 

総合英語 

プレゼンテー

ション、インタ

ビューテスト、

スピーチ 

 

英語表現 

スピーチ等 

①与えられた

トピックに関

して、少しの時

間の準備でま

とまりのある

文章を書くこ

とができる。 

 

②複数の段落

で、序論・本論・

結論を意識し

て、論理的な文

章を書くこと

ができる。 

 

総合英語 

エッセイや定

期考査等 

 

英語表現 

小テストや定

期考査等 

①スピーチや

会話（3分程

度）を聞い

て、ポイント

をつかみなが

ら内容を理解

することがで

きる。 

 

②自然な速さ

で話される英

語の音を聞き

取ることがで

きる。（ディク

テーションで

きる） 

総合英語 

リスニングテ

ストや定期考

査等 

①まとまりの

ある英文を後

戻りすること

なく、一定時間

内に読み、各段

落のトピック・

サポート・例

示・詳細などを

抑えながら全

体の趣旨を理

解することが

できる。 

 

②構文を理解

しながら日本

語に訳すこと

ができる。 

総合英語 

小テストや定

期考査等 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観点 
コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実施
方法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図ろ

うとしているかを的確に評価

できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているとともに、

その背景にある文化などを理

解しているかどうかを的確に

評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動  

 

ELEMENT 

English 

Communication 

Ⅰ  

 Lesson 4-8 

(24時間) 

 

Focus on 

Listening 

T8～14 

4. バラク・オ

バマの演説の

内容及び山口

さんの義務と

は何であった

のか理解する。 

5. ボプシーの

夢について理

解する。消防士

が彼の部屋に

集まった経緯

を理解する。 

 

6. ナスカの地

上絵がどのよ

うなものか、ま

た マ リ ア が

人々から敬わ

れるようにな

った経緯を考

え、理解する。 

 

7. バイオミメ

ティクスとは

どんな学問か

知識を深める。

生物から学ぶ

ことで生み出

された製品の

例を考える。 

 

8. マラウイの

人々の生活に

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアやグループでの

活動に積極的に取り

組む。 

・文章の内容に対する

自分の意見を持つ。 

・内容の理解・表現の

過程でペアやグルー

プ活動を行う。 

・ペアやグループで

自分の考えを発表

する。 

・ペアやグループで協

力し互いに補い合い

ながら、内容を理解

し、話そうとしてい

る。 

・自分の意見を持ち、

それを相手に伝えよ

うとしている。 

・ペアやグループでの

活動を観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「英語表現の能力」 

・各単元の文章を読

み、内容を要約す

る。 

・読んだことに基づ

き、スピーチやイン

タビューを行い、調

べた内容を発表す

る。 

・読んだ内容に関して

自分の意見を書く。 

・各セクション・単元

の内容を要約する。 

・ペアでスピーチやイ

ンタビューを行った

り、調べたことにつ

いて、ポスター等を

使って発表したりす

る。 

・与えられてテーマに

ついて自分の意見を

書く。 

・単元の内容につい

て、要点を押さえな

がら、構成に注意し

て書くことができ

る。 

・文の繋がりや構成に

注意し、リズムやイ

ントネーションも考

えながら発表でき

る。 

・自分の意見を形式に

沿って書くことがで

きる。 

・定期考査で要約に関

連する問題を出題す

る。 

・授業内での活動や発

表などを通じて評価

する。 

・エッセイを提出させ

評価する。 

 

「英語理解の能力」 

・読んだり聞いたり

した内容を理解す

る。 

 

 

 

 

・T/F や Q&A、要約な

どを通じて理解する。 

・教科書や教師から

の問いに答えるこ

とができる。 

・定期考査で内容理解

を問う問題を出題す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

ELEMENT 

English 

Communication 

Ⅰ  

Lesson 1-3 

( 18時間) 

 

Focus on 

Listening 

T1～7 

1.福沢諭吉が英

語を学んだ経緯

や彼のアメリカ

での経験を理解

する。侍たちが

書物のほかに経

験から学んだこ

とを理解する。 

 

2. ジョンとエ

ースのライオン

との生活につい

て理解する。ラ

イオンのクリス

チャンが野生の

生活に戻ること

になった経緯を

理解する。 

 

3. 西洋人と東

アジア人がそれ

ぞれどのような

観点から世界を

見ているのか理

解を深める。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークなどの活

動に積極的に取り組

む。 

・文章の内容理解や、

それに基づいたスピ

ーチなどの理解の過

程でも表現の過程で

もペア活動を行う。 

・ペアで協力し互い

に補い合いなが

ら、内容を理解

し、話そうとして

いる。 

・ペアでの活動を観

察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「英語表現の能力」 

・各単元の文章を読

み、その内容を要約

する。 

・読んだことに基づ

き、スピーチを行っ

たり、紹介文を作っ

たりする。 

・各セクション・単元

の内容を要約する。 

・ペアでスピーチを行

い、人物や文化など

興味のあるものを紹

介する文を作る。 

・単元の内容につい

て、要点を押さえ

ながら書くことが

できる。 

・文の繋がりや構成

に注意して発表で

きる。 

・定期考査で要約に

関連する問題を出

題する。 

・授業内での活動や

スピーチテストな

どを行い評価す

る。 

・課題を提出させ判

断材料とする。 

「英語理解の能力」 

・読んだり聞いたりし

た内容を理解する。 

・T/F や Q&A、要約な

どを通じて理解す

る。 

・教科書や教師から

の問いに答えること

ができる。 

・定期考査で内容理

解を問う問題を出

題する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・五文型、時制、受動

態、完了形、関係詞

の使い方を理解す

る。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を確

認する。 

・五文型、時制、受

動態、完了形、関

係詞の使い方を理

解している。 

・定期考査で知識の

理解を問う問題を

出題する。 
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ついて理解を

深める。ウィリ

アムが風車を

完成させるま

での経緯を理

解する。 

 

・助動詞、過去完了

形、不定詞、動名

詞、関係詞、仮定

法などの使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・助動詞、過去完了

形、不定詞、動名

詞、関係詞、仮定

法などの使い方を

理解している。 

・定期考査で知識の理

解を問う問題を出題

する。 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

ELEMENT 

English 

Communication 

Ⅰ  

 

Lesson 9-10 

( 13時間) 

 

Focus on 

Listening 

T15～20 

9. ガリバーが

訪れた国々と、

そこに暮らす

個性豊かな国

民たちについ

て内容を理解

する。 

 

10. マンデラ

がラグビーと

いうスポーツ

を通じて南ア

フリカ国民の

一体感を高め

ようとしたそ

の経緯を理解

する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアやグループで

の活動に積極的に

取り組む。 

・文章の内容に対す

る自分の意見を持

つ。 

・興味を持った内容

について調べ発表

する。 

・他の生徒の意見か

ら異なる考え方を

学ぶ。 

・内容の理解・表現の過

程でペアやグループ活

動を行う。 

・ペアやグループで自分

の考えを発表する。 

・興味関心のあるテーマ

について調べ発表す

る。 

・ペアやグループで協力

し互いに補い合いなが

ら、内容を理解した

り、話そうとしてい

る。 

・自分の意見を持ち、そ

れを相手に伝えようと

すると同時に、質問を

して会話を継続しよう

とする。 

・調べた内容を発表でき

る。 

・ペアやグループ

での活動を観察

する。 

・ワークシートを

提出させ、その

内容を取組状況

の判断材料とし

て活用する。 

・調べ学習や発表

の様子を観察す

る。 

「英語表現の能力」 

・各単元の文章を読

み、その内容を要

約する。 

・読んだことに基づ

き、ディスカッシ

ョンや発表を行

う。 

・読んだ内容につい

て自分の意見を書

く。 

・各セクション・単元の

内容を要約する。 

・ペアやグループで話し

合いを行ったり、プレ

ゼンテーションを行っ

たりする。 

・テーマに沿った意見を

書く。 

・単元の内容について、

要点を押さえながら、

文法の正確性を意識し

て、構成に注意して書

くことができる。 

・文の繋がりや構成に注

意し、リズムやイント

ネーション、身振りや

姿勢なども考えながら

発表できる。 

・自分の意見を論理的に

書くことができる。 

・定期考査で要約

に関連する問題

を出題する。 

・授業内での活動

や発表などを通

じて評価する。 

・エッセイを提出

させ評価する。 

 

「英語理解の能力」 

・読んだり聞いたり

した内容を理解す

る。 

・T/F や Q&A、要約など

を通じて理解する。 

・教科書や教師からの問

いに答えることができ

る。 

・定期考査で内容

理解を問う問題

を出題する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法・分詞構文

の使い方を理解す

る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・仮定法・分詞構文の使

い方を理解している。 

・定期考査で知識

の理解を問う問

題を出題する。 

 

 


